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立野ダムの目的

凡 例

流 域 界

集 水 界

県 境

ダム予定地

基 準 地 点

立野ダムは、白川沿川の洪水被害を防ぐことを目的とした洪水調節専用ダムで、代継橋基
準地点における基本高水のピーク流量3,400m3/sを、立野ダムにより400m3/sの洪水調節を
行い、計画高水流量3,000m3/sに低減し、洪水被害の防止又は軽減を図ります。
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基準地点
「代継橋」

立野ダム予定地

立野ダムの集水面積：383km2



洪水調節（河川整備計画）

国土交通省管理区間

立
野
ダ
ム

（国
土
交
通
省
管
理
区
間
）

有
明
海

遊水地群
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黒川（熊本県管理区間）

白川（熊本県管理区間）
白川中流
（熊本県管理区間）

立野ダム
（国土交通省管理区間）
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小
磧
橋

基準地点

2,000m3/s

［2,300m3/s］

3,000m3/s

［3,400m3/s］

12.3km

本計画

2,000m3/s 河道の整備で対応する流量

［2,300m3/s 想定する洪水の規模］

将来計画

3,000m3/s 河道の整備で対応する流量

［3,400m3/s 想定する洪水の規模］

立
野
ダ
ム

平成２年７月２日（1990.7.2）洪水と同程度の洪水による、熊本市など下流域における洪水

被害を軽減することを目的に、黒川の遊水地群による効果とあわせて、代継橋地点における
最大流量2,300m3/sを2,000m3/sに流量調節を行います。
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平成24年7月洪水における河川整備の効果

代継橋付近 ［12k200］

H24.7.12洪水時の水位

整備計画が完成していた場合

HWL

〔国管理区間〕

約80cm 立野ダムが完成していた場合

約45cm

・平成24年7月の九州北部豪雨について、河川整備計画メニューである立野ダム、黒川遊水地群及び築堤や河道の掘
削が完成していた場合、河川水位を大幅に低減させることができたと推算しています。

・また、立野ダムのみが完成した場合でも、ダムより下流の大津町・菊陽町・熊本市において水位低減効果が発揮され
ます。

市町村 区間 整備計画完成※2による
水位低減効果（平均）

立野ダム完成による
水位低減効果（平均）

熊本市【国管理区間】 八城橋※1～小磧橋 約80cm 約40cm

熊本市【県管理区間】 小磧橋～みらい大橋 約165cm 約60cm

菊陽町【県管理区間】 みらい大橋～空港大橋 約90cm 約60cm

大津町【県管理区間】 空港大橋～ダム下流 約95cm 約65cm

熊本市龍田陳内地区付近 ［18k800］

H24.7.12洪水時の水位

整備計画が完成していた場合

〔県管理区間〕

天端高
約1.0m

立野ダムが完成していた場合

約50cm

平成24年7月洪水時の河川整備による水位低減効果量（推算値）

※1 国管理区間の範囲については現在、緊急対策特定区間として河川改修を集中的に実施している八城橋から上流で算出しています。
※2 「整備計画完成」とは立野ダムや黒川遊水地群及び築堤や河道の掘削が完成していた場合。
※3 水位低下量の算出については、現時点で推算しているものであり、今後変わることがあります。 3



立野ダムの諸元

・曲線重力式コンクリートダム
コンクリートの重さで水の圧力に耐えるダム。曲線にすることにより、水の圧力を

地山側面にも分担することができる。
・集水面積

降った雨がこのダムに集まってくる範囲の面積
・湛水面積

洪水時最高水位における貯水池の水面の面積

・貯留容量
ダムに貯めることのできる水の総量。立野ダムは、洪水調節専用（流水型）ダムで

あり、常時は水を貯めていない。

・堤高
基礎地盤からダム天端までの高さ

・堤頂長
ダムの一番高い部分の長さ

・堤体積
ダムの体積

・減勢工
ダムの放流の水の勢いを弱める構造物

・天端高
ダムの一番高い部分の高さ（標高）

・洪水時最高水位
洪水時にダムによって一時的に貯留することとした流水の最高水位。

・計画堆砂量
100年間にダム貯水池にたまる土砂量（立野ダムの場合は流水型ダムであり常時

貯水されていないため、100年後の貯水池内の河床の変化と洪水時に一時的に堆積

する土砂量より算出）

１ ８ ０

１ ９ ０

２ １ ０

２ ０ ０

２ ２ ０

２ ３ ０

２ ４ ０

２ ５ ０

２ ６ ０

２ ７ ０

２ ８ ０

２ ９ ０

標 高 　 （ ｍ ）

サ ーチ ャー ジ水 位　
標 高 2 7 6 . 0 m

ダム 軸

ダム 天端　 標高 2 8 2 . 0 m 　

基 礎岩 盤標高 1 9 5 . 0 m

約 2 0 0 m

２ ５ ０

２ １ ０

２ ０ ０

１ ９ ０

２ ４ ０

２ ３ ０

２ ２ ０

２ ９ ０

２ ８ ０

２ ７ ０

２ ６ ０

３ ０ ０

標 高 　 （ ｍ ）

基 礎 岩 盤 標 高 1 9 5 . 0 m

堤 　 頂 　長 　 約 2 0 0 m

減勢 工 水 叩 き  標 高 2 0 0 . 0 m

立野ダム下流面図 立野ダム標準断面図

減 勢 工

堤高
約90m

天端高

洪水時最高水位

河川名 白川水系白川 堤高（高さ） 約90m

ダム名 立野ダム 堤頂長（長さ） 約200m

型式 曲線重力式コンクリートダム 堤体積（減勢工を含む） 約40万m3

集水面積 約383km2 天端高 標高282.0m

湛水面積 約0.36km2 洪水時最高水位 標高276.0m

貯留容量 約1,000万m3 計画堆砂量 約60万m3

左岸：熊本県菊池郡大津町大字外牧地先

右岸：熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字立野地先
位置
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立野ダムの洪水調節方式

想定する洪水の規模 2,300m3/s

河道の整備で対応する流量 2,000m3/s

洪水調節施設（ダム、遊水地）によって調節した流量
（洪水被害の防止、軽減）

立野ダム及び黒川遊水地群による洪水調節
〔代継橋地点：河川整備計画完成時点（平成2年7月洪水相当）〕

ピークの遅れ
（避難時間の確保）

①平常時から
洪水初期

②洪水調節
時

③洪水後期 ④洪水後

ダムに入ってくる水量が少ないため、入ってくる水
量と放流する水量はほぼ同じです。

洪水のピークを過ぎて、ダムの貯水位は低下し
ていきます。

洪水が終わり、ダムに貯まった水が放流された
後はダムに入ってくる水量とダムから放流される
水量がほぼ同じとなります。

通常の河川の流れの
状態に戻ります。

ダムに入ってくる水量が増えても、ダムに水をた
め込み、下流へ流れる量を減らします。

また、これによってダムがない場合に比べて洪水
のピークの時間が遅れます。

①平常時から洪水初期

②洪水調節時 ③洪水後期 ④洪水後

普段はダムに水は
貯まっていません。

放流する穴は現在の川の
高さとほぼ同じ位置に１箇
所、それより高い位置に２
箇所設置します。

水位上昇

水位下降

・立野ダムは、洪水調節のみを目的としていることから、洪水時のみにダムに貯留し洪水調節を行う。
・放流する穴は現在の河床とほぼ同じ高さに設置するため、平常時は、水を貯めず、通常の川と同じ状態。
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立野ダム建設事業の経緯
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昭和54年 4⽉ 実施計画調査着⼿

昭和58年 4⽉ 建設事業着⼿

昭和59年 9⽉ ⽤地損失補償基準妥結（宅地・建物）

昭和62年 9⽉ ⼯事⽤道路着⼿

平成元年 5⽉ ⽤地損失補償基準妥結（農地・⼭林）

平成5年 1⽉ 「⽴野ダム建設と⻑陽村（現南阿蘇村）地域整備事業促進のための協定書及び確認書」調印

平成5年 3⽉ ⽩川⽔源地域対策基⾦の設⽴

平成9年 3⽉ ⼯事⽤道路供⽤開始 Ｌ＝３.２km

平成10年 5⽉ ⽔没等家屋（全12⼾）の移転完了

平成12年 3⽉ 付替鉄道の着⼿ Ｌ＝０.８km

平成12年 12⽉ 「⽩川⽔系河川整備基本⽅針」策定（H12.12.19）

平成14年 7⽉ 「⽩川⽔系河川整備計画」策定（H14.7.23）

平成21年 12⽉ 検証の対象とするダム事業に選定

平成22年 「⽴野ダム建設事業の関係地⽅公共団体からなる検討の場」の設置（H22.12.15）

〜平成24年 平成22年12⽉15⽇から平成24年9⽉11⽇まで１回の「準備会」と３回の「検討の場」を開催

平成24年 12⽉ ダム検証に係る対応⽅針決定［継続］（H24.12.6）

平成26年 3⽉ 仮排⽔トンネル⼯事契約

平成26年 4⽉ 漁協補償契約

平成26年 11⽉ 仮排⽔トンネル安全祈願祭(H26.11.26)

平成27年 5⽉ 仮排⽔トンネル貫通式（H27.5.15)



立野ダム建設事業の進捗状況
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ダム本体及
び関連工事

工事用道路

（１２．３km）

補償基準

用地取得

（４７．１ha）

家屋移転

（１２戸）
１００％（１２戸）

１００％（４７．１ha）

転流工 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 試験湛水

付替鉄道

（１．１km）
７３％（０．８km）

※ 用地取得 本体関連付替工事

工事用道路

（平成２７年３月末時点）

８６％（１０．６km）

基礎掘削

S59.9.14 立野ダム水没者協議会 (宅地・建物)補償基準妥結

（地権者との用地補償等に係る基準は全て妥結）

H元.5.12 立野ダム水没地地権者協議会 (農地山林)補償基準妥結



立野ダム建設事業の工期について

※予算上の制約や入札契約手続き、用地補償等の進捗状況等によっては、見込のとおりとならない場合がある。
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今年度
クリティカル

工種 種別

仮排水トンネル等

基礎掘削

基礎処理工

コンクリート打設

放流設備

工事用道路

骨材・コンクリート設備

濁水処理設備

補償 一般補償・特殊補償

管理設備

試験湛水

管
理

７年 ８年 ９年 １０年

ダ
ム
費

工事用動力

仮
設
備

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年



○事業費 平成２６年度 ３，４４９百万円
平成２７年度 ３，５５４百万円

○主な事業内容
仮排水トンネル
上流仮締切り、瀬田工事用道路等

仮排水トンネルとは、ダム本体工事を行うために、一時的に川
の流れを切り替える工事です。

赤字・・・平成２７年度に実施予定の工事

平成２７年度 事業概要
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平成２６年度迄実施

平成２７年度実施予定

平成２８年度以降

凡 例

瀬田工事用道路

仮排水トンネル

立野ダム
弁差川土捨場

上流仮締切り
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工事実施状況（仮排水トンネル）

仮排水トンネル 呑口部 仮排水トンネル 吐口部

仮排水トンネル
呑口部

仮排水トンネル
吐口部

仮排水トンネル工事をH26.11に掘削に着工し、
H27.4.16に上半部分が貫通。現在、下半部を掘
削中。（H27.6.11現在 下半部約200m掘削済）

仮排水トンネル 標準断面図

11,548

9,610

4,750
上半

トンネル延長 約500m

上半掘削状況

下半



②国道57号線より瀬田工事用道路を望む

①国道57号取り付け付近航空写真

平成27年2月撮影

平成27年2月撮影

工事実施状況（瀬田工事用道路）

③瀬田工事用道路の工事状況

瀬田工事用道路は、昨年度国道57号との取り付け箇所の施工完了。今年度は、中央部分の工事を実施しており、来
年度の完成を目指して鋭意施工中。

平成27年4月撮影

瀬田工事用道路

写真①②

写真③
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白川激特事業景観検討委員会

立野ダム建設予定地周辺は「阿蘇くじゅう国立公園」内に位置するため、自然環境や動植物への影響
を極力小さくなるように配慮しながら事業を実施しています。また、工事によって動植物が棲みにくくなら
ないようにするため、専門家の意見を参考にした工夫を各所で行っています。

立野ダムにおける環境保全対策の取り組み

環境調査の実施
立野ダム建設事業においては、周辺環境の実態把握のために鳥類調査

や魚類調査、植物調査等様々な調査を継続的に実施しています。

鳥類調査の状況 植物調査の状況

環境保全検討委員会
有識者からなる「立野ダム環境保全検討委員会」を設立し、

環境影響の予測や影響の回避・低減等の検討を行い、工事に
反映していきます。

環境巡視
環境の専門家により事業区域内を定期的に巡視し、

事業による環境の変化を見ています。また、工事箇
所において環境に十分に配慮しながら工事を行って
いるかのチェックや指導を行っています。

委員会の状況 吹き付け直後 吹き付け３年後※茶色のガードレール設置状況

３年後※

法面の緑化事例

現場代理人への周知、指導
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「立野ダム建設事業」に関する説明状況
検証が終了した平成24年12月6日以降も、様々な機会を通じて「立野ダム建設事業」について、事業説
明を行っているところです。
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検証以降平成２５年度までの取り組み結果

年月日 イベント名等 内容

H25.5～
H25.11

パネル展示実施イベント

（防災・減災ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、白川の日、まな
ぼうさい２回、白川水防災体験）

パネル展示

H25.8～
H25.12

事業説明実施イベント

（白川親子流域体験学習、川のｵｰﾌﾟﾝｶ
ﾚｯｼﾞ、親子ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙ防災教室）

立野ダム事業概
要説明

H25.7～
H25.12

県・市町村職員現地説明会

（熊本県、大津町、南阿蘇村、熊本市、菊
陽町）

立野ダム事業概
要説明

H25.9～
H25.11

議会議員現地説明
（大津町、南阿蘇村、菊陽町、高森町）

立野ダム事業概
要説明

H25.10～
H26.2

区長現地説明
（菊陽町、大津町、南阿蘇村）

立野ダム事業概
要説明

H25.2～
H26.3

住民等への説明
（工事箇所住民、土地改良区理事会）

立野ダム事業概
要説明

H25.4～
H25.11

学校関係現地見学、講義
（熊大、東大・東工大、久木野中）

立野ダム事業概
要説明

平成２６年度の取り組み状況

年月日 イベント名等 内容

H26.5.19 熊本大学現地見学 立野ダム事業概要説明

H26.5.26 大菊土地改良区理事会事業説明 立野ダム事業概要説明

H26.5.27 大津町説明 立野ダム事業概要説明

H26.6.12 熊本県職員事業説明 立野ダム事業概要説明

H26.7.27 白川親子流域体験学習会 立野ダム事業概要説明

H26.8.3 白川の日 パネル展示

H26.8.19 立野ダム上下流子供交流会 立野ダム事業概要説明

H26.8.22 工事箇所住民への説明 立野ダム事業概要説明

H26.9.2 熊本県職員現地説明 立野ダム事業概要説明

H26.9.8 熊本県議会現地説明 立野ダム事業概要説明

H26.9.27 白川水防災体験 パネル展示

H26.10.9 大津町職員、大菊水道企業団現
地説明

立野ダム事業概要説明

H26.11.02 熊本県文化懇談会等現地説明 立野ダム事業概要説明

H26.11.11 南阿蘇村地元現地説明 立野ダム事業概要説明

H26.12.16 山都町長事業説明 立野ダム事業概要説明

H27.1.25 熊本県文化懇談会現地説明 立野ダム事業概要説明

H27.2.20 熊本市内行政機関事業説明 立野ダム事業概要説明

イベント等における事業説明

流域住民等への説明

関係市町村等議会及び職員等に対する事業説明

平成２７年度の取り組み状況

年月日 イベント名等 内容

H27.04.25 緑の区間式典 パネル展示

H27.05.18 JAIC研修現地説明 立野ダム事業概要説明

H27.05.20 南阿蘇村特別委員会事業説明 立野ダム事業概要説明

H27.06.05 南阿蘇村特別委員会事業説明 立野ダム事業概要説明

イベント等における事業説明

流域住民等への説明

関係市町村等議会及び職員等に対する事業説明



○立野ダム事業に対する疑問・質問について、事業概要やホームページで説明。

事 業 概 要 ホ ー ム ペ ー ジ

「立野ダム建設事業」に関する説明状況
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